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熊本 の地域 型住 宅 を考 え る

皆 さんは自分が今造っている住

宅の温熱性能を知つていますか。

改正省エネ法では、熊本は地域

区分 6で、外皮平均熱貫流率の基

準値は 087w/(厨 k)、 冷房期の外

皮 平均 日射熱取得率の基準値 は

2.8で すc下の写真は、地域の気候

や、周辺環境に配慮 し、熊本の木

材や 自然素材を使い、地域の工務

店が手亥1み で造つた住宅です。

この家の温熱性能は、外皮平均

熱貫流率が 1.42w/(ぷ k)、 冷房期

の外皮平均 日射熱取得率は 3.1で

す。 この数値では改正省エネ法の

基準に満たないため2020年以降は、

造れなくなるのです。

省エネ法は 2013年 10月 に改正

され、2017年 から2000J以上の建

築物の省エネ法への義務化が始ま

り、2020年 には全ての住宅への適

合義務化が求められます。

この工程表を実施するために、

設計者や施 T者 に対 して、住宅省

エネルギー技術及び、評価方法の

普及のため、講習会が開催 されて

いますc しか し、省エネルギー性

能や基準の理解など進んでお らず、

身近な問題 としての認識が無いま

ま、改正省エネ法の工程表は進ん

でいるのです c

この義務化により写真のような

開放的な住宅は非常に造 りにくく

な ります。外皮性能を上げるため

に、断熱性能をあげ、結露防lL対

策を講 じ、窓の大きさを小 さくし

なければな りません。縁側、無双

窓、玄関引違戸を熊本の地域か ら

無 くしても良いので しょうか。

このような木造住宅の 2020年省

エネルギー基準義務化問題 をテー

マに、 日本建築 |:会連合会、建築

家協会、建築学会、東京建築士会、

木の建築フォーラム 5団体が主催

し、これまで 2回の公開フォーラ

No 104

ムが開催 されました。今年 12月

に京都で 3回 目の公開フォーラム

が計画 されていますcこ の準備会

に熊本か らも調査研究委員会 とし

て参加 しています。

改正省エネ法には、外皮の基準

に 3つの例外規定があ り、その例

外 3に は、「一次エネルギー消費量

の基準は満た した うえで、地域の

気候及び風土に応 じた住まいづ く

りの確保の観点か ら、所管行政庁

が認める場合」となっています。

この例外規定を担保するために

は、私たちがこの問題 を深 くとら

え、木造住宅の省エネルギーに対

す る知識や、意識の向上をはか り

広 く議論の輪を広げるZ、要があ り

ます。

そこで、8月 から「熊本の地域

型住宅を考えるセ ミナーJを 始め

ます。

改正省エネ法を理解 し、地球温

暖化防止のために、私たち建築士

は何をすべきでしようか、熊本の

地域において、適切な断熱性能は

どの程度か、省エネの熊本らしい

評価方法はないものか、などを考

えたいと思いますc

次年度以降、研究者など交えな

がら2020年の改正省エネ法の義務

化に対して熊本に合った対策をつ

くっていきます。

多くの方の参加をお願いします。

途中からの参加も大歓迎ですc

2015年 9月 発行/公益財団法人 熊本県建築士会|=
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未来 を担 う人材の育成 と

技術 を継承す る活動

「や つちろ版職人塾 J

人代支部では建築七会と地元の

大工組合と共同で活動 している

「やっちろ版職人塾Jが ありますc

この職人塾は若手建築士・職人の

育成と伝統技術の継承を目標に掲

げて、日々活動をしておりますの

でこの場をかりまして紹介させて

いただきます。

【職人塾の活動概要】

人代には大工、左官、建具職人

といった建築に関連するさまざま

な分野の職人さんがいらっしゃい

ます。やっちろ版職人塾では職人

さんのこだわりや技術を生で披露

していただき、若い職人や建築士

が職人さんの専門分野に興味を持

ち、今後の仕事に生かしてもらう

ことを目的としていますc

同業者の方も他社の職人さんの

技術を見る機会はめったにありま

せんので、非常に参考になるので

はないかと思います。

【具体的な活動内容】

ここで実際の職人塾の内容をご

紹介いた しますこ2015年 4月 に行

いました職人塾 |ま 、地元の大工さ

んによる伝統構法の木組みについ

て、原寸に近い模型を実際に組み

立てながら講義をしていただき、

その後土壁の練置き漕を見学 し、

管理方法について語つていただき

ましたc合計 4時間の長時間の講

義 とな りましたが非常に好評で、

参加 された方々か ら次回 もぜひ参

加 したいとい う声を多数いただき

ま したc

【職人塾活動の広がり】

ありがたいことに熊本 国日新聞

に職人塾の活動を取り上げた記事

が掲載されましたc

また 2015年 6月 に開催された

「建築士の集い in佐賀Jにおきま

して、九州各県の建築士の皆様の

前で職人塾の活動を発表させてい

ただきました。

集いでの発表後、他県の職業訓

練校の関係者の方から連絡があり、

次回の職人塾を職業訓練校の生徒

に見せたいというご要望をいただ

いています。人代支部としまして

も、職業訓練校さんと連携 して職

人塾を開催できるように企画～準

備を進めています。

(2015年 7月 現在 )

塾生は講義内容によつて、講師

になった り、受講者になった りし

ますc自 分の仕事や得意分野を塾

生の前で披露 。アピール していた

だき、受講者はワ|1染みの少ない専

門分野の勉強をすることができま

す。

塾生のみなさんがともに切磋琢

磨 し、塾生同士の交流を図 り、つ

なが りを築 くことで、将来地元か

ら伝統構法や建築分野の職人が絶

滅 して しまわないよう、今後もや

つちろ版職人塾を継続 したいと考

えています c
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九州 ブロック研究集会

建築士の集 い 佐賀大会 につ

いlC

青年剖
`副

部会長を務めさせてい

ただいてお ります森高と申します.

平成 27年 6月 27日 に開催され

た「建築士の集い 佐賀大会Jに参

加 してきました。

今大会は運営か ら各県の発表 ま

で本当に熱気にあふれた素晴 らし

いもので した。本稿で、その ―片

でもお伝えできた らと思います。

まず、「建築士の集いJと は、各

県の地域実践活動の発表の場 とし

て開催 されているものです。発表

後には聴講者による投票が行われ、

最 も票を集めた最優秀者は、栄え

ある 「九州ブロック代表」 として

全国大会に臨むことになります。

そのため会場に集まるのは、地

域実践活動の発表を通 して、建築

やまちづ くりなどにかける熱い思

いを伝 えにやつてきた発表者 と、

その応援団たちであ り、熱い方々

ばか りです .

代表をかけた戦いは発表前夜、

文字 どお り「前夜祭」か ら始 まり

ます.熊本県か らも発表者 2名 を

含む 4名 が参加 し、他県の方 々と

大いに語 らい、飲ませ合い、親睦

を深めましたこ

そ して大会当 日Eま ずはメイン

イベン トである地域実践活動発表

から女台ま りますc熊本県は 3番手、

人代支部による 「やつちろ版職人

塾Jについての発表です .

▲ひときわアツい !熊本のパネル。

伝統工法 の技術 を若手建築 土・

職 人 に継承すべ く実技講習 を実施

す るなどの活動報告に、会場が間

き入 りましたc結果は最優秀 こそ

逃 しましたが、興味深い内容 と、

伝わ りやすいよう練 られた発表に

高い評価をいただきましたc人代

支部の皆 さん、準備から発表 まで、

大変お疲れ様で した。

さて、「集いJは これで終わ りま

せん。地域実践活動発表の次は 4

建築士くまもと

つの分科会が準備 されていましたc

内容は、講演、グループディス

カッション、家具製作の見学など

幅広いもので、私は佐賀出身で建

物再生 。リノベーシ ョンの分野で

活躍 されている馬場正尊 さんの講

演を聴かせていただきましたc聴

いていると自分もリノベーション

の仕事をしてみたくなるほど情熱

的かつ楽 しい講演で、時間があつ

とい う間に過ぎて しまいましたc

地域実践活動、馬場 さんの講演

と、新 しいことに挑戦 し、困難 も

楽 しまれている方々の姿勢に、刺

激をいただいた一 日とな りま した。

最後に。「集いJの魅力は、人 と

の交流 と、会場に満ちる活気にふ

れ ること抜きには語れ ませんc参

加 されたことがない方は、ぜひ一

度参加 してみてください.

やる気が充電されますよ |

▲会場の掲示は統一 して「マル」を

使つたデザイン。オシャレです !
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親睦ソフトボール大会のお知らせ

平成 27年 10月 18日 (日)荒尾運動公園にて開催予定です。
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中島 範幸

爾有限会社 熊積建築事務所

韓国 慶 尚南道建築士会ヘ

の訪間を終 えて

平成 27年 4月 16日 ～18日 の 2

泊 3日 で鎮海、海雲台 。海東龍宮

寺の視察研修に参加 させて頂きま

した。今回、交流委員会であるこ

とと、隣の国なのに知識を持つて

ないことで、参加を決めました.

初めに見学した場所は、安骨倭

城という城跡で1593年 に日本人に

よって築城されたものです.現在

は、石垣 しか残つていませんが、

豊臣秀吉の文禄の役時代に長期間

の駐屯のための基地 として利用 さ

れていま した。高台の眺めが良い

所で、敵の侵入も難 しい場所です

が、上 リ ドリが大変で筋肉痛にな

りました。

次は鎮海市に行 きましたcそ こ

は、 日本人によつて建て られた郵

便局や、木造建築物が残つてお り、

昭和の風景が思い出され るよ うな

場所でしたc

高台には、鎮海塔があ り、 1967

年に建てられたものですが、元は、

日本海軍により1927年 に建てられ

た 11露戦争戦勝記念塔があつたと

ころのようですこ

言

初 日の夜は、韓国慶尚南道建築

士会 との交流会に出席 し韓国の民

謡や国際交流経過報告があ りま し

た.韓国の方の熱意 と歓迎ぶ りが

感 じられる会 とな りましたc私 自

身、韓国語は全く話せなく、会話

は、英語の単語程度で したが、隣

の席になったキムさんが、少 し日

本語を理解 されているようで、間

題なく過 ごせ ました.最後は韓国

人 6人 と日本人 2人で良い交流会

とな りましたc

く

ま

も

と

TOP‡ CS情 報

第 58回 建築士会全国大会 (石川大会)のお知らせ

平成 27年 10月 30日 (金)石川県立音楽堂にて開催されます。

4



2日 目は、韓国の木造住宅の現

場見学に行きました。韓国は、一

戸建て住宅よリマンションの比率

が多 く、 日本ほど耐震を考慮 して

ない建物が多い印象です。建設T

事現場を見学できた事が良い勉強

とな りました。

次は 日川洞 文化村に行きま したc

別名、牟山のマチュピチュと称 さ

れている場所です.も ともと朝鮮

戦争の際に北朝鮮側から戦争を逃

れるために、逃げてきた避難民た

ちが集まって出来た集落ですc現

在は町おこしプロジェク トが進め

られ、町全体がカラフルにカラー

リングされて、地域景観 としても

刺激になりましたc道幅は狭く、

迷路のようで、もつと奥まで見学

したかったです。

次は映画の殿堂に行きました。

釜山国際映画祭が毎年行われ、陛

界最大の広い屋根 としてギネスブ

ックに登載 されている場所です.

160m片持ち梁 とい う事で、すごい

の一言で したc

建築士くまもと

以上で見学 した場所をご紹介致

しましたが、この韓国訪問を文章

でお伝 えす るのは、大変難 しかっ

たですc 3日 間、言葉は話せませ

んで したが、良い交流が出来たこ

とが一番の思い出で した。

来年は、慶尚南道建築士会が来

熊です。また韓国の方 と再会でき

たらと思ってお ります c
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地域貢献活動事例報告書

活動団体名 |バリアフリーデザイン研究会 1 事業名 1地域スケール (キヤ19発見による地域の活性化

●活動の概要

今年度は、昨年度作成したカラーユニバーサルデザインに配慮した魅力的なマップを元に、商店街の理事会

及び店主の方々との関係を深め、今後の課題を発見するためにヒアリング調査、座談会など開催。「これから

の子飼商店街」について店主の方々との話し合いを今後の活動に繋げるとともに、昨年度のマップカ滋子評だつ

たことを受け、店主の方々の意見も取り入れ改良し再発行した。

●活動組織の概要

活動組織は、ハンディキヤップのあるなしにかか

わらず、日常の生活や社会活動を行うことが保障さ

れた生活環境を形成することを目的としている。高

齢化が進む旧市街地の商店街に対して、地域住民の

生活を保障するためには商店街の活1生化が重要だ

と考え、商店街店主と共に活陛化に取り組む。

●他の団体・専門家との連携

建築士会、熊本大学の学生と連

携し、活動を繰り広げた。昨年度

発行したマップの改良において

は、∪Dく まもとに監修をお願い

し、より見やすいマップ作りに取

り組んだ。

●建築士の関わり

バリアフリーデザイン

研究会の建築士メンバー

を中心に活動を組み立て、

調査・マップ作成には学生

に協力してもらい活動し

た。

● 活動のきつかけ

子飼商店街は熊本大学のすぐ近くにあり、近所には学生の住まいも多く、商店街を通学路として利用してい

る。昨今では空き店舗も出てきており、地域を活性化するには地元の人とここを訪れる人の交流が行われる必

要があると考え昨年度に活動をスター トさせた。

● 活動の内容と成果

1 基礎学習 :8月 2日。子飼商店街の歴史、過去の商店街での活動について学ぶ。(参加者8名 )

2 商店街理事との会合 :(初顔合わせ)8月 26日 。理事の方々に地域貢献活動説明。 (参加者4名 +理事会)

商店街にある2つの組合の合同理事会・理事打ち合わせ等→10月 8日 、1月 25日

子飼繁栄会商店街振興組合理事打ち合わせ→10月 29日 、12月 20日

3.商店街現状調査 :11月 8日 (■l。 子飼商店街の利用状況、UDチェック。 (参加者7名 )

4.空き店舗調査 :11月 8日。子飼商店街で活用できる空き店舗、現況調査。 (参加者4名 )

12月 20日 、空き店舗活用プラン3案作成、報階。

5 商店街来街者ヒアリング調査 :12月 6日 (ILl百円笑店街時に100件 ヒアリング調査。(参加者8名 )

1月 8日 (オ0平日時のヒアリング調査。(参加者7名 )

6 商店街近郊単身世帯ヒアリング調査 :9月 20日 (1世詢 、12月 20日 (2世詢 合計 3世帯

7 商店街ワークショップ:2月 13日 (10。 商店街店主及びバリ研関係者座談会。(参加者 19名 )

8,商店街マップ改良 :2月 ～3月

9.バ リアフリーデザイン研究会内ミ…ティング (全体ミfィング 6回、プロジエクトメンヾ ―ミーティング 5回 )

昨年度の課題を受け、今年度の活動は上記とおり、商店街店主の方々との交流、来街者の方々からのヒアリ

ング等、商店街に根差した活動をしてきた。その結果、空き店舗を活用し、近隣住民との交流、地域の活性化

に繋げたい意思力ヽ司え、今後の商店街での地域貢献活動の課題を発見することができた。

● 今後の課題

活動のきつかけとして、地域を活性化するためには地元の人と訪れる人の交流が必要であることを掲げた。

昨年度の課題を受け、商店街の理解を得るために今年度は商店街店主の方々との座談会を企画。度重なる商店

街との打ち合わせで問題点を把握できた。今後は、問題点の一つである空き店舗について、どのように活用し

たら活性化に繋がるのか、その点を課題として次年度以降の活動としたい。

● 今後の計画

今後の課題として挙げた空き店舗の活用について、今後は商店街店主の方々との話し合いを重ね、具体的に

進めることができたらと考えている。地域貢献活動は継続性が大切である。継続性は地域の人々と一緒に取り

組むことにより生まれる。このことを念頭に置き、次年度以降も活動を続ける予定である。

報告書作成者 1所属 公益社団法人熊本県建築士会 女性部会   1氏名 持田 美沙子

連絡先  TEL 08)8398-5654   FAX eJnai I : mocchi. 1116@gmai l. com

地域貢献活動の資料・写真など (必要に応じて添付して下さい)
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1 基礎学習 :8月 2日 (土)9i30～ 12:00。 白川わくわくランド (参加者8名 )

①子飼商店街での過去の研究および活動について

②子飼商店街の現状、歴史、お祭り

③やさしいまちづくリアドバイザー養成講座での活動

④「高齢者が生き生きと暮らせるまちづくりの手引き」より

⑤今年度の活動についての意見等
これらのことについて、勉強会の場を設け、今後の計画を具体的に建てた。

2 商店街理事との会合

C8月 26日 (火)19:00～ 。子飼繁栄会組合事務局にて(参加者4名 +理事会)

子飼商店街理事の方々との初顔合わせをし、理事の方々に地域貢献活動の説
明及びバリアフリーデザイン研究会の取り組みについて説明を行つた。
また、子飼商店街の店主として気になる点、取り組みたい点のヒアリング。
補助金をもらつて活動している百円笑店街等の話、今後、補助金を貰つて空

き家活用を行いたい旨を聞いた。

②10月 8日 (水)19時～。8月 26日 に頂いた課題 (補助金について)の調査報告を行つた。

③10月 29日 (水)19時～。子飼商店街に現存する2つの組合のうち、繁栄会より、空き店舗活用の相談を受

け、理事会に対して改めて補助金の説明を行つた。

④12月 20日 (土)。 11月 8日の空き店舗調査を受け、空き店舗活用プラン3案作成し、報告。

3.商店街現状調査 111月 8日 l■110:00～ 。子飼商店街の利用状況、UDチェック。 (参加者7名 )

学生2名を含むバリアフリーデザイン研究会メンバー合計 7名で商店街調査を行つた。調査では、子飼橋

側から藤崎宮側までの商店街の路面、休憩場所の有り無し、 トイレの位置、店舗入り回の段差、サインの現

状等に目を配りながら、丁寧に確認。時折、店主の方々との会話で来店者の状況を確認した。

4.空き店舗調査 :11月 8日 14i00～。空き店舗、現況調査。 (参加者4名 )

商店街現状調査の日の午後から、学生3名、女性部会 1名合計4名で相談のあつた空き店舗の現況調査を

行つた。店舗の測量、構造の確認、道路との関係、

上下水道の状況などを調査。同時に、商店街の理

事の方から、どのような利用方法をしたいのかヒ

アリングも行つた。

5 商店街来街者ヒアリング調査

①12月 6日 (土)10:00～百円笑店街時に100件ヒアリング調査。(参加者8名 )

商店街で3か月に1回開催されている百笑店街当日、商店街の利用のしやすさ等UDの視点も入れて作成
した調査票を元に、ヒアリング調

査を行つた。

②l月 8日 (和 平日時のヒアリン

グ調査。(参加者7名 )

日常の来街者に対してもヒアリ

ング調査が必要と考え、平日の昼

間に、熊本大学の学生に依頼し、

50件のヒアリング調査を行つた。

以下、調査結果の一部である。

イベン ト時は平日と比べると中間世代

が多いことがわかる。また、平日は、70

代以上の世代力ヽ亜端に多く、商店街近辺に

は高齢者が多く住んでいることがわかる。

70代 歳以上

60代
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40代

30代

20代

20歳 未満 輻 |

70代 歳

60代

50代

40代
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百笑店街 年代×性別
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6 商店街近郊単身世帯ヒアリング調査 :9月 20日 (1世わ 、12月 20日 (2世詢 合計 3世帯

子飼商店街を利用している一人暮らしの80代の高齢者の方へ住まい方調査をさせて頂いた。近隣との付き

合いの有り無しについては、町内会自体が高齢化し世帯数も減少し、町内会で助け合う状況が薄れて来てい

ることが分かつた。

7 商店街ワークショップ:2月 13日 (金)。 商店街店主及びバリ研関係者座談会。(参加者 19名 )

「子飼商店街 これから」と題して、子飼商店街にある碩台地域コミュ

ニティセンターにて開催。本活動の趣旨及び子飼商店街地区の現状の説明

後、参加者内でのディスカッションを行つた。大まかな意見として、

C商店街の場所がメインの道からわかりにくい。

②駐車場が少ない。場所がわかりにくい。

C商店街を,舌田ヒについて。
⇒空き店舗活用。シヤッターに絵を描く。アーケードが必要か?等

これらのことについて、次年度以降の課題として、バリアフリーデザイン研究会、建築士会としてアドバイ

ザーとしてサポートできることをお伝えした。

8 商店街マップ改良 :2月 ～3月
★ 完成したマップ ★

9 バリアフリーデザイン研究会内ミーティング

(全体ミーティング6回、プロジエクトメンバーミーティング6回 )

バリアフリーデザイン研究会として、全体ミーティングを6回、プロジエ

クトメンバーミーティングを6回、合計12回の会議の場を設けた。写真は

8月 19日全体ミーティングの状況である。
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